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国際的な競争の中で
攻めに転じる時が来た

　精密光学ガラス部品の製造を手がける株式会社ジャ
パンセルの深澤篤社長を、まちだテクノパークにある本
社工場に訪ねました。３５歳のさわやかイケメン社長
です。社員も平均年齢３０代前半と若い。
　深澤社長は東海大学で海洋土木を学び、横浜の土木
会社に就職。本牧埠頭の埋め立て工事や橋脚の土台づ
くりの現場監督として社会人生活をスタートしている。
そして、１９９９年に父親が創業者であるジャパンセ
ルに入社。取引先での修行期間を経て、製造現場、品質
管理、営業、そして専務取締役と経験を積み、２００９
年に社長に就任している。入社から１１年、専務も務め
たが、社長業はまったく別世界と感じている。成功も、失
敗もすべて自分の判断の結果。誰にも言い訳できない
重い責任を感じる。
　「社長としてうれしかったことは」という問いには、昨
年秋から取組んでいる「カイゼン活動」の必要性に従業
員が気づきはじめたこと」という答え。従業員の気づき
や成長が何よりの喜びなのだろう。
　ジャパンセルのコア技術は「オプティカル・コンタク
ト」と呼ばれるガラスの接着技術。ガラスの接合表面を
凹凸のまったく無い状態に研磨し、お互いの隙間を無く
すことでガラス同士を一体化させる技術だ。研磨、洗浄、
加熱、接合とそれぞれの工程に長年培ったノウハウが
詰まっている。　・・・紙面2Pへ http://www.jpcell.co.jp/ウェブサイト：

株式会社ジャパンセル　　代表取締役社長　深澤　篤
所在地：東京都町田市小山ヶ丘二丁目2-5-11
資本金：３千５百万円　年商：５億３千万円
創　業：１９８２年１２月１５日　従業員：４５名
事業内容：精密光学ガラス加工、精密ガラス部品の製造および販売
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PCB設計技術力とEMSソリューションでトータルサポート

　事業の柱はセルとレンズ。血液や尿の分析機
器に組み込まれる「光学分析用セル」は、長年
にわたり同社の主力製品。もう一つは液晶パネ
ルの露光装置に使われるインテグレータレンズ。
リーマンショックで激減した売上も徐々に回復
しつつある。
　社長の夢は「部品加工からメーカーへの脱
皮」。黙っていても注文がくる時代は去り、猛
烈な国際的な競争にさらされている。部品加工
業の限界と難しさを感じているという。光学分
析用セルの技術をベースに医療や環境の分析機
器を開発したいと考えている。
　また、まちだテクノパークの仲間と道路工事
などで使うLED投光機の開発にも取組んでいる。
そして、もう一つの夢はドイツ。精密光学ガラ
スの先進国ドイツへの進出を夢見ている。

（SICスタッフ　佐藤より）

ご先祖様は、宝石商を営んでいたことをお聞きし、宝石加工で培われた精密加工・研磨技
術や精神は、現業に脈々と受け継がれていると感じます。当社の強みは、顧客のニーズを
的確に迅速に捉えて、技術的に高いハードルをクリアし、具体的な形として提案できるこ
とにあります。深澤社長のもと、全社一丸となって柔軟な発想を大切にしながら強みを活
かし、更なる飛躍を目指し日々活動しています。

株式会社ボード・プランニング

　私の研究室では、半導体材料を主に新素
子応用へ向けたプロセス開発を理論と実験
の両面から研究しています。半導体を応用
する上で重要なのが同種又は異種基板上で
薄膜結晶成長を行うことです。そのため、
我々の研究室では結晶成長メカニズムの基
礎理論から検討し、実際のプロセス装置を
用いて薄膜を作製し、新しい成膜手法を評
価検証しています。真空プロセス装置として
電子ビーム蒸着装置とRF／DCスパッタリン
グ装置、分析装置に原子間力顕微鏡、分光
装置など、その他学内共同利用施設を利用
して行っています。
　現在、半導体材料として注目しているのは、
Ⅲ‐Ⅵ族化合物半導体の硫化ガリウムGaS、
セレン化ガリウムGaSe、テルル化ガリウム
GaTeなどです。これらの材料は結晶構造が
層状の２次元構造となり、強い異方性を電
気的・光学的特性に示します。そのため層状
半導体、巨大異方電子物性などと言われま
す。また、光学遷移が直接型でありバンドギ
ャップが可視光領域にあることから、光セ
ンサーや発光素子への応用が期待できます。
今までに、ガラス基板上で基板温度300℃
にて結晶化する方法を見出してきました。写
真はGaS結晶のSEM像（8万倍）です。さらに、

今回は、津久井の青根です。人気のス

ポットは低張性アルカリ性天然温泉いや

しの湯ですが、今回紹介するのは、水

源地を守る豊かな森と水、それを守る

地域の人々が青根の自然と文化を皆さ

んに伝えようとする取り組みです。キム

タクのＴＶドラマロケで使われた木造校

舎の青根小学校、樹齢７００年の諏訪

神社の大杉、水源地の森林などの散策、

さらに里山の散策路づくり体験、禅寺で

の座禅体験を行う森林体験教室が１０

月３日に開催されます。お問い合わせ

はＳＩＣ（担当稲垣）まで。

 と って も と って も  ち い さ な 旅

100℃以下の低温結晶化を目指し、基礎理
論に基づいた装置の改良を進めてきていま
す。現在までに有機基板（カプトンテープ）
上に多結晶GaS薄膜を示す結果を得ていま
す。さらに結晶性向上へ向け研究を推進し
ているところです。
　その他、産学共同の研究テーマとして、反
応性スパッタリング法を用いた酸化プロセ
スの高速化をテーマに行っています。酸化
膜のSiO2、TiO2は透明であり、それぞれの屈
折率が違うことを利用し、反射防止膜など
光学フィルターとして応用されています。通
常の反応性スパッタリング法にバイアスを
印加することによって、プラズマ分布を変化
させ、より高速に酸化が促進する手法を見
出してきました。
　また、近年のプリント基板の微細化に対
応した銅薄膜プロセスについても産学共同
で研究を行っています。本研究室では有機
材料と銅金属との界面状態を、ナノ領域レ
ベルの基礎理論に基づいて、分析・検討して
いるところです。
　今後も基礎技術に基づいた産学連携テー
マに取り組み、半導体技術、真空プロセス
技術の研究成果を通じて、社会へ貢献して
いきたいと考えています。

株式会社ボード・プランニング
代表取締役　大谷　保憲
さがみはら産業創造センター SIC-1 324
TEL:042-770-9757 FAX:042-770-9766
E-mail: office@b-planning.com

問い合わせ先
＜共同研究について＞
東京工業高等専門学校　総務課企画係
TEL:042-668-5116
http://www.tokyo-ct.ac.jp/
＜技術相談・試験依頼などについて＞
東京高専産業技術センター
E-Mail: kenkyo@tokyo-ct.ac.jp
http://xythos.tokyo-ct.ac.jp/dpt/tecno/tc.htm

㈱ジャパンセルの加工技術　－　石英・ガラス・サファイアの接合技術

super-computer プリント配線板

GaS 結晶の SEM像 (8 万倍 )

伊藤　浩　准教授

東京工業高等専門学校
電気工学科　准教授　伊藤　浩

津久井の青根

　プリント基板のＣＡＤ設計を軸にプリ
ント基板製造からデバイス実装、さらに
はハード開発、製品組立まで行う株式会
社ボード・プランニングは、プリント基
板設計に欠かせない設計の基本技術、ア
ナログ回路、高周波設計、特性インピー
ダンス、シミュレーション解析などの最
新技術でお客様のニーズに応え、創業７
年目を迎えました。
 　昨今の経済不況で依然としてプリント
基板業界は厳しい状況ですが、当社は、
一つひとつのご依頼に対し、開発製品を
コスト、スピード、EMS対応でソリュー
ションしています。
　代表取締役の大谷保憲氏は、大手電機
メーカーでプリント基板製造のデータ処理

（ＣＡＤ）業務を経験し、その後、ＣＡ
Ｄ設計部（基板設計）業務に従事し、プ
リント配線板製造（プリント配線板設計
作業）一級技能士を取得しました。携帯
モバイル次世代向け評価ボードをはじめ
大型コンピューター（サーバー系）、Ｐ
Ｃ及び周辺機器など多種多様のカスタム製
品の設計を経験し、その培った基板設計技
術で各企業のサポートをしています。
　開発製品の小型化により、プリント基
板の微細化及び多層化が進む中、当社は、
高密度設計、高速回路設計、高多層基板
設計、シミュレーションを含め、ボード
特性（Zo）制御の設計技術でコストを重
視した基板設計からＥＭＳによる基板製
造、実装を実現しています。
　プリント基板設計は、片面板から高多
層板（１０層以上）までインピーダンス
特性設計、伝送線路シミュレーション、
EMI（電磁干渉）解析、SI（シグナルイン
テグリティ）解析の技術で対応します。
また、組込みCPU Board、シングルボード
回路設計、一部評価、アナログ・デジタ
ル回路、各種電源回路設計などの開発、
プリント基板製造やデバイス実装までの
受注に対応しています。
　昨今では、シリコンインターポーザな
ど新技術にも対応しており、各分野でボ
ード・プランニングの技術が生き、開発
のサポート役としてお答えできるよう努
めています。

大学連携　大学研究室紹介 	
  1その



日本は終戦から６５年が経ち、世界では独立から６５年を迎える国があ
る。いろいろな立場がそこには見えます。戦争のない今（日本での話しで
す）、やってみたい事をやってみる事ができる幸せな時代です。SICは、そん
なチャレンジのお手伝いが出来るかもしれません。どうぞ、Bizステーショ
ンサービスDesk⑩を覗いてみてください。（広報担当）

★ご意見・ご感想をお待ちしています。  
（株）さがみはら産業創造センター（SIC) 〒252-0131 相模原市緑区西橋本5-4-21
電話:042-770-9119  FAX:042-770-9077 E-mail: koho@sic-sagamihara.jp

ウェブサイト http://www.sic-sagamihara.jp/

 部屋  　　　　空室数 賃料（月額）
 SIC-1 スモールオフィス A　23.6 ㎡ １   78,750 円
 SIC-2 オフィス  50.2 ㎡ １ 164,850 円
   

SIC空室情報（ 8月10日現在 ）

入居企業を募集してます。

編
集
後
記

SIC までお気軽にお問合せください。（賃料：共益費込み）

「マインド・フル」
　はじめまして、中嶋隆でございます。

石川社長の後任として、SICの皆様の

仲間入りをさせていただきました。

よろしく、お願いいたします。

　私は、昭和30年に、相模原市で生まれ、育ちました。

高度成長の時代が、小・中学生でしたので、地域の中に、工

場や住宅が急激に増加し、変化していくなかで、成長期を過

ごしました。

　その後、昭和５３年に、八千代信用金庫（現八千代銀行）

に入社。平成１６年４月～１９年３月には、相模原支店支店

長として、地域の皆様と多様な関係性をもたせていただくこ

とができました。特に、相模原商工会議所の常議員、相模

原産業振興財団の評議員、南西フォーラム運営委員として

の活動、都市産業研究会への参加は、地域が変化していく

瞬間を感じたとても楽しい時間でした。

　また、「南西ＩＴ経営応援隊」「さがみはらＩＴ協同組合」

「相模原中小情報処理産業振興会（Ｓａｓｉｉａ）」「市民フ

ァンド　ゆめの芽」、「さがみはら教育応援団」の皆様との

交流も有意義なものでした。

　そして、再度「さがみはら」のために、仕事ができるチャン

スをいただきました。とても、「ツイてる」と思っています。私

の「マインド」は、とても満たされています。このマインドで、

ＳＩＣ入居企業皆様、地域企業の皆様が、持続継続的に、成

長を続けていけるようなサポートをたくさん取り組んで行き

たいと考えております。どうぞ、よろしくお願いいたします。

株式会社さがみはら産業創造センター

代表取締役　中嶋　隆

8  月23日（月）第17回南西フォーラム

8  月25日（水）SIC夏祭り

8 月26日（木）ビジネスアライアンス研究会（KSP）＊

10月 6日（水）協創マッチングフォーラム（KSP）＊

10月 7日（木）オープンイノベーションマッチング（KRP in大田区）＊

10月22日（金）SIC職場リーダー養成塾開塾

SICイベントカレンダー

ーS IC新社長よりご挨拶ー

2 0 1 0 年 8月～

　企業において、次代を担う職場リーダーの育成はいつの時代も
大きな経営課題です。特に人材の採用が容易ではない中小企業に
とっては切実です。
　ＳＩＣでは、様々なリーダー達との他流試合を通じてリーダーと
しての視野を広げるとともに、コミュニケーション力や課題解決力
の向上を目指し、今年も職場リーダー養成塾を開塾いたします。

日時：平成22年10月22日（金）～平成23年2月25日（金）
　　　全８日間（１泊２日の合宿を含む）
会場：さがみはら産業創造センター（SIC）　他
対象：中小・中堅企業の職場のリーダー候補
募集人員：20名　　受講料：84,000円（消費税込。1泊2日の合宿費を含む）
主催：相模原市、㈱さがみはら産業創造センター
詳しくは、SICホームページをご覧ください。

企業は人なり。

お問い合わせ：
ジェトロ先端技術交流課
TEL: 03-3582-4631
E-mail: bert@jetro.go.jp

ベンチャーインキュベーション in USA
米国でのハイテクビジネス展開サポート

シリコンバレー、ロサンゼルスの
２ヵ所で募集中！
オフィススペース（1-3名程度）のほか、
ネットワーク紹介、ビジネスに関するご相談、
生活立ち上げ支援サービスを提供します！

詳細はウェブサイトで
http://www.jetro.go.jp/services/incubator/ ジェトロ　ベンチャー 検索

日本貿易振興機構（ジェトロ）では、米
国で先端技術分野（IT、バイオ、ナノテ
ク、クリーンテクノロジー等）のビジネ
スの立ち上げを希望される中小・ベン
チャー企業や新たに起業予定の個人を
対象に、米国の有力インキュベータへ
の入居支援を行っています！　ご関心
をお持ちの方は、ぜひ以下のウェブサ
イトにアクセスしてください。

＊どうぞ、お問い合わせください。

デザイン


